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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第１四半期 31,054 5.3 133 △93.6 387 △82.2 △476 －

2022年３月期第１四半期 29,494 14.0 2,059 － 2,181 － 1,389 －

（注）包括利益 2023年３月期第１四半期 221百万円（△92.3％） 2022年３月期第１四半期 2,863百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第１四半期 △13.17 －

2022年３月期第１四半期 38.44 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年３月期第１四半期 99,996 40,893 38.0 1,051.14

2022年３月期 96,437 41,682 40.1 1,069.43

（参考）自己資本 2023年３月期第１四半期 37,982百万円 2022年３月期 38,643百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 12.50 － 12.50 25.00

2023年３月期 －

2023年３月期（予想） 12.50 － 12.50 25.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
第２四半期（累計） － － － － － － － － －

通期 128,000 10.4 2,500 14.5 2,400 △7.1 1,000 △0.9 27.68

１．2023年３月期第１四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期１Ｑ 37,112,000株 2022年３月期 37,112,000株

②  期末自己株式数 2023年３月期１Ｑ 977,673株 2022年３月期 977,623株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期１Ｑ 36,134,361株 2022年３月期１Ｑ 36,127,822株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）-

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　業績予想については、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その

達 成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能

性が あります。なお、業績予想の前提となる仮定及び注意事項については、３ページ「１．当四半期決算に関する

定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間の当社グループを取り巻く経済環境について、国内は半導体不足や上海のロックダ

ウン影響等のサプライチェーンの問題により製造業の生産活動に弱さがみられたものの、新型コロナウイルス感

染症に対する防疫と経済活動の両立が進み、持ち直しの動きが続きました。

海外につきましては、米国では堅調な雇用情勢を背景に、消費主導の景気拡大が継続する一方で、インフレの

進行や金融引き締めが加速したことで景気減速懸念が高まりました。中国では新型コロナウイルスの感染症再拡

大に対するゼロコロナ政策等により経済活動が滞り、個人消費の伸び悩みにより景気は減速基調となりました。

欧州は、ロシア・ウクライナ情勢が激化し、エネルギー及び資材価格の高騰やサプライチェーンに影響を与え、

先行きに対する不透明感が増しております。アジアについては新型コロナウイルス感染症に対する制限緩和に伴

い経済活動再開が進み、持ち直しの動きが見られました。

当社グループが属する自動車業界につきましては、前期からの世界的な半導体不足等によるサプライチェーン

の混乱に加え、中国のゼロコロナ政策による上海のロックダウンなど新たな要素が加わり、生産調整及び停止な

どにより全体として自動車メーカーの減産トレンドが継続しています。コスト面についても、原材料価格の高騰

に加えロシア・ウクライナ問題の長期化によるエネルギー価格高騰の継続など先行きについて予断を許さない状

況が続いています。

以上の結果、売上高については、世界各地において半導体不足、サプライチェーンの混乱による減産の影響を

受ける一方で、円安の進行に伴う為替換算影響により、310億54百万円（前年同期比5.3％増）と増加しました。

利益については、サプライチェーンの混乱に伴う運送費の高騰や原材料価格の高騰が前期下期から継続し、日

本・北米・欧州を中心に急激な生産変動に伴う人件費等の固定費負担が増加した結果、営業利益は１億33百万円

（前年同期比93.6％減）、経常利益は３億87百万円（前年同期比82.2％減）と減益となりました。親会社株主に

帰属する四半期純利益も、経常利益の減少により、４億76百万円（前年同期は13億89百万円の親会社株主に帰属

する四半期純利益）の純損失となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

①日本

売上高は58億98百万円（前年同期比6.3％減）と半導体不足、サプライチェーンの混乱による減産影響が継続

したことにより減少しました。利益面は減収に伴う付加価値の減少に加え、コロナ禍からの正常化に伴う将来

に向けた活動の再開等により固定費が増加し、42百万円（前年同期は６億87百万円の営業利益）の営業損失と

なりました。

②北南米

売上高は86億87百万円（前年同期比5.9％増）と増加しましたが、北米における半導体不足に伴う取引先の減

産に伴い、円安による換算レートの影響を除いた実質売上は減収となりました。

利益面は、実質的な減収に加え物流網の混乱、輸送費の高騰、材料費を含むインフレ、人手不足を背景とす

る人件費の上昇等により、前期下期からの営業赤字が継続し、９億16百万円（前年同期は２億55百万円の営業

利益）の営業損失となりました。

③欧州

売上高は55億89百万円（前年同期比5.1％減）と半導体供給不足、ロシア・ウクライナ問題によるサプライチ

ェーンの混乱に伴い減少しました。利益面も減収に伴う減益に加え、材料費、生産費、人件費高騰の価格転嫁

が進まなかったことにより、２百万円（前年同期は３億84百万円の営業利益）の営業損失となりました。

④中国

売上高は一部地域ではゼロコロナ政策に伴う生産停止等の影響により売上減となるも、円安による為替換算

影響が補い、48億86百万円（前年同期比8.5％増）と増収となりました。利益面は継続したコスト削減効果も寄

与し、３億３百万円（前年同期比15.8％増）の営業利益となりました。

⑤アジア

売上高は59億95百万円（前年同期比30.0％増）と新型コロナウィルス感染症の拡大からの生産挽回による増

産により増加しました。また増収影響に加え人件費等の固定費削減活動の継続効果により、営業利益は７億円

（前年同期比26.2％増）と好調に推移しました。
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（２）財政状態に関する説明

① 資産・負債・純資産の状況

当第１四半期連結会計期間末の総資産は999億96百万円となり、前連結会計年度末に比べて35億60百万円増加

しました。主な要因は受取手形、売掛金及び契約資産の増加18億66百万円、仕掛品の増加５億45百万円、その他

流動資産の増加17億53百万円、機械装置及び運搬具等の有形固定資産の増加９億74百万円、投資有価証券の減少

15億90百万円等であります。

負債合計は591億３百万円となり、前連結会計年度末に比べて43億49百万円増加しました。主な要因は支払手

形及び買掛金の増加10億75百万円、短期借入金の増加19億55百万円、未払金の増加４億79百万円、賞与引当金の

増加６億54百万円等であります。

純資産は408億93百万円となり、前連結会計年度末に比べて７億89百万円減少しました。主な要因は為替換算

調整勘定の増加14億15百万円、その他有価証券評価差額金の減少11億21百万円、利益剰余金の減少９億31百万円

等であります。

② キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、営業活動により２億83百万円増加、投資活動によ

り11億63百万円減少、財務活動により79百万円増加などの結果、当第１四半期連結会計期間末には132億46百万

円（前連結会計年度末比１億58百万円減）となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により得られたキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益２億３百万円（前年同期は22億33

百万円）、減価償却費13億46百万円（前年同期は12億18百万円）、売上債権の増加７億93百万円（前年同期は17

億75百万円の減少）、棚卸資産の減少９億４百万円（前年同期は12億98百万円の増加）、賞与引当金の増加６億

22百万円（前年同期は７億24百万円の増加）、法人税等の支払２億94百万円（前年同期は８億35百万円の支払）

などにより、前年同期と比較して33億59百万円減少し、２億83百万円の資金増となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により使用されたキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出12億12百万円（前年同期は

８億97百万円の支出）などにより、11億63百万円の支出（前年同期は６億86百万円の支出）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により得られたキャッシュ・フローは、短期借入金の増加による収入14億33百万円（前年同期は74百

万円の支出）、長期借入れによる収入19百万円（前年同期は１億49百万円の収入）、長期借入金の返済による支

出２億63百万円（前年同期は８億85百万円の支出）、配当金の支払による支出４億55百万円（前年同期は４億37

百万円の支出）、非支配株主への配当金の支払による支出５億55百万円（前年同期は２億72百万円の支出）など

により、79百万円の収入（前年同期は15億92百万円の支出）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

最近の業績動向等を踏まえ、2022年５月13日の「2022年３月期決算短信〔日本基準〕（連結）」で公表いたしま

した2022年３月期の連結業績予想は据え置きとしております。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,404 13,246

受取手形、売掛金及び契約資産 16,499 18,365

電子記録債権 255 244

製品 4,463 4,906

仕掛品 5,051 5,595

原材料及び貯蔵品 11,954 11,594

その他 1,867 3,620

貸倒引当金 △8 △8

流動資産合計 53,485 57,562

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 18,204 18,775

機械装置及び運搬具 74,968 79,146

工具、器具及び備品 12,755 13,334

土地 2,595 2,674

リース資産 2,125 2,123

建設仮勘定 3,408 3,054

減価償却累計額 △74,529 △78,343

減損損失累計額 △9,479 △9,741

有形固定資産合計 30,047 31,022

無形固定資産

リース資産 52 46

その他 356 424

無形固定資産合計 408 471

投資その他の資産

投資有価証券 10,671 9,081

長期貸付金 － 2

退職給付に係る資産 99 123

繰延税金資産 1,181 1,253

その他 545 483

投資その他の資産合計 12,496 10,942

固定資産合計 42,952 42,434

資産合計 96,437 99,996

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,685 9,760

電子記録債務 4,324 4,240

短期借入金 16,760 18,715

未払金 1,652 2,131

リース債務 299 302

未払法人税等 476 666

未払消費税等 234 494

賞与引当金 1,151 1,805

役員賞与引当金 22 26

製品保証引当金 127 127

その他 3,133 3,324

流動負債合計 36,863 41,590

固定負債

長期借入金 10,945 10,709

リース債務 673 668

繰延税金負債 1,928 1,457

役員退職慰労引当金 164 164

退職給付に係る負債 3,903 4,017

その他 278 497

固定負債合計 17,891 17,513

負債合計 54,754 59,103

純資産の部

株主資本

資本金 3,481 3,481

資本剰余金 2,365 2,365

利益剰余金 30,382 29,451

自己株式 △646 △646

株主資本合計 35,582 34,651

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5,845 4,724

為替換算調整勘定 △2,530 △1,115

退職給付に係る調整累計額 △254 △278

その他の包括利益累計額合計 3,061 3,331

非支配株主持分 3,039 2,911

純資産合計 41,682 40,893

負債純資産合計 96,437 99,996
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年６月30日)

売上高 29,494 31,054

売上原価 24,435 27,656

売上総利益 5,059 3,399

販売費及び一般管理費 2,999 3,266

営業利益 2,059 133

営業外収益

受取利息 25 22

受取配当金 65 68

助成金収入 － 23

為替差益 98 302

その他 74 26

営業外収益合計 262 441

営業外費用

支払利息 95 155

その他 45 31

営業外費用合計 140 186

経常利益 2,181 387

特別利益

固定資産売却益 3 15

投資有価証券売却益 53 －

特別利益合計 56 15

特別損失

固定資産売却損 0 0

固定資産除却損 4 10

損害賠償損失引当金繰入額 － 189

特別損失合計 4 200

税金等調整前四半期純利益 2,233 203

法人税、住民税及び事業税 528 488

法人税等調整額 116 2

法人税等合計 644 490

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,589 △287

非支配株主に帰属する四半期純利益 201 189

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
1,389 △476

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

- 6 -

三櫻工業㈱(6584)2023年3月期第1四半期決算短信



（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,589 △287

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △59 △1,121

為替換算調整勘定 1,325 1,654

退職給付に係る調整額 8 △24

その他の包括利益合計 1,274 509

四半期包括利益 2,863 221

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,588 △206

非支配株主に係る四半期包括利益 275 427

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,233 203

減価償却費 1,218 1,346

有形固定資産除却損 4 10

有形固定資産売却損益（△は益） △3 △15

受取利息及び受取配当金 △90 △89

支払利息 95 155

投資有価証券売却損益（△は益） △53 －

損害賠償損失引当金繰入額 － 189

売上債権の増減額（△は増加） 1,775 △793

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,298 904

仕入債務の増減額（△は減少） 84 25

賞与引当金の増減額（△は減少） 724 622

未払金の増減額（△は減少） △581 278

未払費用の増減額（△は減少） △105 △400

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △19 △45

その他 486 △1,741

小計 4,469 651

利息及び配当金の受取額 90 89

利息の支払額 △82 △163

法人税等の支払額 △835 △294

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,642 283

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △897 △1,212

有形固定資産の売却による収入 3 62

投資有価証券の取得による支出 △5 △6

投資有価証券の売却による収入 161 －

その他 53 △7

投資活動によるキャッシュ・フロー △686 △1,163

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △74 1,433

長期借入れによる収入 149 19

長期借入金の返済による支出 △885 △263

配当金の支払額 △437 △455

非支配株主への配当金の支払額 △272 △555

リース債務の返済による支出 △74 △99

自己株式の取得による支出 － △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,592 79

現金及び現金同等物に係る換算差額 275 643

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,639 △158

現金及び現金同等物の期首残高 14,418 13,404

現金及び現金同等物の四半期末残高 16,056 13,246

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号2021年６月17日。以下「時価算定会

計基準適用指針」という。）を当第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-2項に

定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用する

こととしております。なお、四半期財務諸表に与える影響はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見積りについて

　前連結会計年度の有価証券報告書に記載した、新型コロナウイルス感染症の影響の収束時期等を含む仮定及

び会計上の見積りについて、重要な変更はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

日本 北南米 欧州 中国 アジア 計

売上高

(1)　外部顧客への

売上高
6,292 8,202 5,888 4,502 4,610 29,494 － 29,494

(2)　セグメント間

の内部売上高

又は振替高

4,532 40 10 258 151 4,991 △4,991 －

計 10,824 8,242 5,899 4,760 4,760 34,484 △4,991 29,494

セグメント利益 687 255 384 262 554 2,142 △82 2,059

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自2021年４月１日　至2021年６月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）1 調整額は以下のとおりであります。

 (１) 売上高の調整額△4,991百万円は、セグメント間取引消去の金額であります。

(２) セグメント利益の調整額△82百万円には、棚卸資産の調整額△127百万円及び固定資産に係る調整額45百

万円が含まれております。

　　　２ セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

日本 北南米 欧州 中国 アジア 計

売上高

(1)　外部顧客への

売上高
5,898 8,687 5,589 4,886 5,995 31,054 － 31,054

(2)　セグメント間

の内部売上高

又は振替高

4,343 2 27 243 218 4,832 △4,832 －

計 10,241 8,689 5,616 5,128 6,212 35,887 △4,832 31,054

セグメント利益又

は損失（△）
△42 △916 △2 303 700 44 89 133

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自2022年４月１日　至2022年６月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）1 調整額は以下のとおりであります。

 (１) 売上高の調整額△4,832百万円は、セグメント間取引消去の金額であります。

(２) セグメント利益又は損失（△）の調整額89百万円には、棚卸資産の調整額47百万円及び固定資産に係る

調整額42百万円が含まれております。

　　　２ セグメント利益又は損失（△）は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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